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	　第２号（令和元年７月16日）
沖縄県立泡瀬特別支援学校
センター長研員　仲間　京子
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　今回は、今年度、高等部1年生から先行実施になっている「総合的な探究の時間」について、「総合的な学習の時間」との共通点、異なる点などから考えていきたいと思います。
　また、裏面には，先日のアンケート結果、高等部生徒（Ⅰ、Ⅱｂ課程）編について書きます。


１．「総合的な学習の時間」と「総合的な探究の時間」について （学習指導要領　第１目標より）
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＜共通性と連続性＞
　両者とも、各教科等の特質による「見方・考え方」を、適宜必要に応じて総合的に活用する「主体的・協働的」な探究（的な学習）という共通性があります。
　また、高等学校での「総合的な探究の時間」は、小中学校の「総合的な学習の時間」での取組の成果を生かしつつ、より探究的な活動を重視するという連続性もあります。

＜一部の異なる点＞
　「総合的な学習の時間」は、課題を設定し、探究的な学習を通して課題解決し、その学習を通して、自分の生き方を考えるのに対し、「総合的な探究の時間」は、自己の在り方行き方を考えながらよりよく課題を発見し、探究を通して課題解決する（「学習」よりさらに「探究」の過程を重視）としています。さらに、新たな価値の創造やよりよい社会を実現する態度を養うなど、社会の一員としての自覚を育む内容となっています。
　
　まとめると、小中学校では、生徒の発達段階に応じた探究のスキルを学び、高等学校では、学びの総仕上げとして、実生活・実社会の中での自分を考えた中から課題を発見し、学んだスキル等を活用し、解決していくことを学ぶ場だと考えます。
[image: C:\Users\tyouken\Desktop\ちょいかわ\Chapter3\P094-097\095-01.jpg]　また、最終的には、子供たちが、卒業後、社会に出て出会う壁（課題）を自分で乗り越える（解決していく）力を身につけることが一つの大きなねらいであり、社会の一員として、社会に目を向け（視野を広げ）ていくことも大切なことだと考えます。出会う壁は、困り事、疑問や夢へのチャレンジなど
それは、また今度・・・
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２　アンケート結果の報告‐高等部 生徒編‐
　調査対象：本校高等部生徒　Ⅰ課程（4名/5名中）、Ⅱa課程（1名/3名中）、Ⅱｂ課程（５名）　計10名の　
　　　　　　回答を得ました。（6月実施）　※今回は、ⅠとⅡｂ課程で比較を行います。

[bookmark: _GoBack][image: ]（１)生徒の学習状況（図１）
Q1：授業中に質問したことはありますか？
A1：半数以上が「ある」
　　Ⅱb課程の40%が「ない」⇒その理由は、「どう聞いたらいいかわからない」、「質問したいことがない」
図１　質問したことは
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[image: ]　　Q2：興味関心等（希望、疑問、困り事）はありますか？[image: C:\Users\tyouken\Desktop\ちょいかわ\Chapter3\P094-097\095-05.jpg]　
　　A2：Ⅰ課程は、希望（夢）、疑問は100％「ある」
　　　 Ⅱb課程は、希望は20%、疑問は60%が「ない」[image: C:\Users\tyouken\Desktop\ちょいかわ\Chapter3\P094-097\095-05.jpg]　　　　
　　　　困り事に関しては、両課程とも半数かそれ以上が「ない」と
　　　　答えています。（「ない」は意識していないのかも）
　[image: C:\Users\tyouken\Desktop\ちょいかわ\Chapter3\P094-097\095-05.jpg]　Q3：Q2の興味関心等について、自分で調べたり、勉強した経験は
　　　　ありますか？
　　A3：Ⅰ課程は全員「ある」[image: C:\Users\tyouken\Desktop\ちょいかわ\Chapter3\P094-097\095-05.jpg]　　　
　　　 Ⅱb課程は60％が「ない」⇒その理由は、「調べたいことがな[image: C:\Users\tyouken\Desktop\ちょいかわ\Chapter3\P094-097\095-05.jpg]
　　　　い」、「調べ方がわからない」と答えています（図５）。
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　　Q4：調べる方法は、また誰としますか？
　　A4：・一人でインターネット検索（Ⅰ課程）
　　　　・親や親戚、先生といった身近な人に聞く　など
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（４）学習上の困難と工夫
　　Q5：調べる時に困ることはないですか？
　　A5：Ⅰ課程では「検索するのに時間がかかりすぎる」
　　　 Ⅱb課程では「調べ方がわからない」などの悩みや、左利きの道具やiPadなど学習を補助する道具が欲しいとの要望もあり

[image: C:\Users\tyouken\Desktop\ちょいかわ\Chapter3\P082-083\083-02.jpg][image: C:\Users\tyouken\Desktop\ちょいかわ\Chapter3\P082-083\083-03.jpg][image: C:\Users\tyouken\Desktop\ちょいかわ\Chapter3\P094-097\095-05.jpg]　今回の結果から、生徒は、自身の興味関心等がどこにあるのかを探ったり、調べる方法等を授業等で体験し、そのスキルを学ぶ「探究的な学習」が必要かなと感じました。

次号の予告：「探究って何だ？」
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